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スギ築!習における針葉}彦、質の変

A tsushi M.UTﾔ: N日刊lle Variat綷ll in Natural 

Popnl札tion ()f Cryþto狩u;ria fa�onica D. DON 

¥iQ g: 来JLhil)jO)ス vド叉然林22.料;分について企 I'~q\ 形校長しらべ，狭間li日の添いJ全検討した。林グr
によって約;;kiili1t{; j設は災なゐが，イ?言[" L 5551医{;!;から校♂玖燃本;を採取し，校主H~.t支禁中高 a 虫 ["YJtl:( 喝
創立2 の )~èE/_"H角度句;十の r!.ll がりなと'19)[;' !'t接持活1 し， 1ニ成分分併をíiなった。却設分のうち 3 負fj 1 ::t:匂
足分 i立校~QI (D3診のたき~~ ~ S;Tt 2 :-t!況分:まぬがりの j、さきさ， tf&:"3主成分 l立長 fX誌のの大きさ安 1lt <1 ë!öjj主

立j-(主主 I 立ちを文の多少などそあらわ宇ものであり) ?:f~ 2 ~長成分まで(7)[ili]ィ'T{自の-:1~ ~;t -'gyLF~，糾;1 58%，然 4 主
成分までは75負ぎであった合熊 11 成分と '1rS 2 主成分のスコアから多 ]1'， Ul ごとの散命「請をつくると令似
体(7)久らばりのl'i'!l(，仏d り，百''{:rh}/r{l]!ζi郎、が認められたりー絞lζ隣接匁fIi fIkj では:~\幻t{tilrÎつが務似守
るが，メ;忠~~~.?総与伐-))および釘仁の地域などでは爽な勺 fこ n:(cfrI~了示し?と。お 3 (牧/紛) 1:; '0:11:地:ち
ではノ;f，， :q ， Y:!f: f予にある略、ーの天然生'Jl3f司であるがp 散布はほとんど第 4 主主浪花祭Iわしており，イ也Q)擦問1
KIJ.l)，られない特徴をノ」ミ lノ I，:.:) また，主成分分析の烈と従来から試みられている針 #l?t~~区分安対比
させE 。記者がよく…殺するととを孫、五日した。この生 1'u:~K~v)出現頻度から求め穴務庁J指数を rTJ いでz 品泌1 
千交て引[ノた2泌21交猿土表日問I日?ミ芋安7全品

1可 lじユ芳犯!のもジの〉が君斜干も状~:Ì'にζ 仕"， J立;史1 している例が4写努ど予，いとと号守?ρ5稀許;古か}めに o

1 1 Ã:.カ';' ~ 

21" 、 40

スギ天然林;(ふ ら北;ま青森 flL鯵ウ igJ、で分イIJ い J0: ;j-,(. y! にわた川でそれぞれの自然:京協に

議lらして:':1ミ ff しが;けてきたものて、ある。主主*{;とし もむろんのに J であるカむ jキ3草U:之く Jと

体ヰ二子?務()) TîZf-(“{土予選{J~:Fi!i\l としてのがなわめてIぺj いじしかし， どれら天然林についての袋店tl どとの

特けや然間関(ノ〉点、兵につ ， ')VC i; jづ まだ十分 I I) J らかイ亡すJ L 、。

とれ売で lぶスド天然iイペ?対象とした研究内総〆射、'J ば多くあるが，その大;'i[\分;主主、間 r'l CT)似体のj(三主主

かよ九日孫分類ノiと試み fこ t) のであったっ様円安JiJj ;，\選定もし、くつか fllFfiì されてきたが9 ほとん

綴司会報f:l- L tこのみに終わって、、る。それらの '11'ご *:1 チ 1: (1947) (;t, %弘子i!firl!lによる ~l~~形態の没しゅ〉らス

ギ与をスギ('Ì^モラスヰ)んウラスポの 2 }jEffU~': 分到す ξι とそ提案 L た) J主 IJi (196仏 19(1)はだ然ス4

!))1,[tfi'1 \立ク弓インそノ)';':1'二とを?弘治 L ， j ，r}! の子γ宍hト 2 勾;;と 1 ，1.了 2 'Y}'f~~~. も~f(際 l立法主/t:l'{J なちがいであるか

ら，ラインにか主れると主sべていぞっ間二f11: (195めら:立ノリ，~Z ，}}~^ サリド :ì)l(.fr人1 CT) f'}~;スヰクネ釘1号、し，針葉を

<¥ t\"!にぼう子 [J ， よててタイプどと 0) i日現率が尽な心こと、族的のみ士立し

降水散が:~:いこと本'報公している υ

この絞(!子は， m北Jlil)jの天然1[:スギ !*"j司令対象 lζ針葉3i::;慰安 fl~ べ，多数Jr::fjoコ変:JJJ. を総会特性{~'{であら

わ守主}成分分析によって，形5TflOの関述れ:，集{、丹内 oAj:集形~f;[O_) 変)~~~と変JMのあらす)l'L)j ;òl紫 fJ1 rmでJ& う

カュ)-"うかを検討したものである。また， らわし允Jih合と 1tQ.~ による針葉1f'J区分 (4 タイプ)

会対比させ歩そ:~ 1, らのi窓会役をl?fn;g し ~J~部nむにおける針葉犯の I:H政，事の i意 1. � (~:長関内における針葉殺の

的75年 5 Jl l []受潔
(1) ;.な林保

造i4:-'fj S�vicu!ture'-6 



同 22 一、 休業試験場研究報告 第 277 fj' 

分布状況も検討したっ

との研究の羽 [tと試料採取にあたっては， 日 FMú~:~\技，誇森~l~i>本店j法科rr'~

機十点官， iロJ!*鴻課員，林業試

験場ILí応分場多雪地帯林業tfn 研究坂長)1ニ沼正之投下:; (現東北支場下)'j:，本第 2 研究祭会入 !μ1 研究';5{i*1， 関

係営林袋、終営課長， r叶該U~まのと、協力をいた t!.いた。まとめにおたっては林業試験場造林部土遺伝育研科;之iニf

m良部専じ遺伝VifJ瞳第 4 研究議長三と 遊技tZ， jきf:ë、台、主主第 1 研究ヰIII!IÆî王子主事技fI~ 1滋子号LY'lj幾'iUI!妨i

事)裁技官およびHtiキf{lt日高校官の指導と n)] i'jぞいただいた。とれらの方々 iC)'ji‘くお礼申し j二げる。

また，本研究の tfi五分分析に関する計算(;t， gミ4おn弊センターの HITA.C 8450 で干j なつだものであ

り，プログラムはl司センタ件のプログラムライプラト登録若手守 3 5 (105) 石間紀明:史成分分析2)~二使

m した。同センターの 1tfil~~.t立冬{むと対!ノおキL Ft:.J上げる。

立 調査林分と試料採取

東北地方万)スザの t聖書天然分::(rï対日講を対象として，背華字、・秋fB rilrï 'ìま H;JUi\'r舎内の国有林からそれぞれ11林

分ずつF 計22林分をi1ì1び初交じたのW/，J資林分のJ炉 (:0ちは Tablε1 のとおりで}，引玉県下、で 8 かíYr，秋開

県下で 10かEι 米子県I'^で l か浮T，宮城県てで 2 か所ョ山形県下で 1 か郊であ vった。

;え来、H土， ク E口7 日 ネ 1下て;郎:添ちの 1 i抄次合火:杉校:の光詩端:品;正が約〈守J 5閃o Cl1l 部う分Tの校カか、らタ 君札喫J?只l

在代友する i で誤?捺:=5 もう考考えられるが~ ~~~関内の HJ(;伝 L、して7替える Y とは許されナよいものと思われたっ係

取;本数は2 できるだけ林分を形成しているt)]H~ifで， 100 本以上の WJ'[;*i0-:. ら;如氏するととそ百h曲ILJ:: 。しか

し， :J(径木のため木3まり作業が邸主iなとともあって， 40 オニ殺皮 ltit

Table L 靡m 1う:株分の}束、在地と総資本数

Local咜y and number o:f sampled tr臼oS of the investigated stands 

地Regi背O域In1 (i 林Al肋3升均如分br托e例のV叫i矧M世略乱刻拭品t 長吟咋1午、 Numbεr of iifi 在: htJ 

name ()f stand sampled Localitv 

A鯵j J7 沢 I 夕立食dl ・ u 
igasawa I Yakurayam品-Ri 70 

AI守O森Iτ路務j争経郡鯵ケ沢i可深谷学矢倉dlli::Jギ'ïtf，A5 場り
mori.-kel1, Níshítsugaru-gun, Ajigasa wa-chô, 

Fukay九 y，元kurayama state forest 45悼及i
--'--一一一一一一一回目白一圃白山町四一一

2 j j鯵\j ケ沢 I 矢会iJl .わ プεご

青A，森県西津軽郡鯵ウ沢町渋谷I子矢倉‘:1;;1;45 ・わ

igasawa : Yakurayama-W礼 l
!':_:l むl1lori-keアn , Nishítsug'aru-gun , Ajigasawa-chô, 

Fukaya, Yakurayam旦 state for記st 45皆、~a
一一一一一一一一

3: 弘 k前i i l jii 照三jZ舎か
Hirosaki I Kaw乱radai“Ka

五yハ、ノ
ii A百一O森n:県 rjli卒採右15 iJ:Gî ['1 1主将 Ji
I Aomori-kel1, Nakaiーをugaru-gun
nlura，広島warad品i ， Osawa stat巴 forest

「一一一一一一一

J.弘Hirosak前ii| j111泉 'iム"と ~i4 
1_.._-隠O飢え1re1I中iト!hw 1j泣:1t.料州州川子係鴻刊車終附附芸幻問J君?附附j川iけ!肝

irosaki I Kawaradai-To nIlori-ken , Nakat\ìug且ru-gun， NìShil1l邑ya-
murゐ KawèÌradaì ， ﾖs縢a stat� forest 126-To 
一一一一…_....一 一一 一一一一…一一一

r i1;犬Öwani鰐 I 平波ìi 野 6? I 科Ao漁m民orIfi舶iltmh経L郡M大in鰐am町i平ts瀬ug野ar学時図間宜oヨO山w悶a有ni-cl林7182 
Hayaseno 

i Hayaseno, N�hinijikai state forest 72 
一一一一一"一一一一一一一日

6 i :犬。鰐 問主r H 60 
青森熊潟詩主総君fí;人鰐尚早瀬野字国主f 貝 IÜ[調有材、0，.")

wam Nishin日ikai Aomorトk企n， Minamitsuga主U-Qun ， ﾖwani-ch� 
H誼ÿ~~.e~;:^Ñí~hi-;;ïiik~i-~~t;; fl;re~t> 63 
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代〉および大館の一部 (Di:沢 44， Jミ沢 36) では皆伐I自の{え倒木から採取した。まだp 大館(黒木沢〉は

林道沿いに納l'fい場所でj玄Jfえした。大部分の株分はすべて大径ノト1)' ら試料を採取したが， 雫石(:総括0-

}i)l! ([1生 111)では小径ネ(iß[径lO cm Jヨ !'-1ま含まれていなしっからも一部採取した。 との 2 つの林分

ではそれぞ、れ 3 つの小築関 (500~700m離れた;場所〉から採取しだっ

m 針葉形繋の測定

採取した校の先端郊に泣い側伎からp 分校のない 2 とり.鰯~lË襟木とした。測定{立 Fig.

1 ならびに Table 2 fと示した19形質について:fj-なった。

方法{ま，測定根本;を7ι右いずれかの方向にねじって針葉の縦方råJの放びを 5 ;yrj ~亡し，対称に51!;.ぷ 2 戸jそ

殺してjl!:!の:701土金i 繋数を数えながら除き， õF問状 Jごした線本をガラス板にはさみ，写真JH 引件lI，まし機で

101古に拡大した投影阪で:各Jf;:.笈を ~!Uíí~ した。針猿先端~\:!は，とがっている裂と，まるみのある 2 却にし，

潟磁の辺が直線ÆJ\か曲線t!\かによってさらに 2 分 L，全体を4I早Hと分出 1~. 4 までの点数を与えた。針

さはマイクロメ「タ「で測定した。 測定単位は歩兵 3F ，町高，浮:さにつし 1てはmm" 角皮については

G.50とした。技繋jb 校薬 111糸および去ト奨数与を除く他のすべての形質lむ 1 俗i体あたり 4本の長大針葉 iと

ついて了担 JJt:し平均した。また， 19形質の rjlf( さげるため， 寸法応用し、られている

充?部主J

Fig ‘ 1 \~Lt定形J誌の総定

Me荘surement of nineteen needl巴
traits. 

主軸腕
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Desιription 
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12 

13 

m�dle point of the needlι 



~~ 2'17号林業試験場研究報告- 26 … 

'1、able 2. (つづき) (Contínu記d)

元?京
寸
4
1』

訪
日Jl; f{i 

Trait Dを;scriptionNo. 

主|繋J乏の 3!4{4:þ分の総
Sim�ar distance at a pOﾍllt of three fourth length. 

安|繋上却の縞
N問dle width at the 

disl 乱1 part 
17 

、b

d 

measured at th巴 basal POﾍllt of the ne巴dle.

Typ記乱

針葉 ;'Ii:; 端忍， Typ巴 b
Shap自s of needle 

t�s Type c 

金 i 業の浮 3
Needle thickl1eS8 8

 

1
1
 

19 

先端裂が鈍で tJi日 e 外 i主 i 2二も路線恕
Obtuse al1d deeply curved. ‘..巴scorc

立、ype d 

り〈形yí: No. 13) などで代用させた。11l]度〈矢潟/金+3震災) (ま，

針葉形質の主成分分析れf

。従来の主i! 1斗
¥. ~ ，，.，含

これら j!Q紛変異を 7j~ す 1 -，~ 2 の形交を取り J ゴア!メ分づる 21: みJ込山!交についても問機である。主主f~ 皮や，

lま，極端に異なったものの nu でなければムミコた判断をドす f己決1')3大子7 い。ここでは多数のJ!~.貨についての

」より治:綴約 lご f~lmの{!i!;裟特性を潟べるために主成分分析 2)引を遥uねした。変異の総合苦手 frllilともとっき，

る相関己主iのような場合，長村;円方向 lζ Z.1 軌をとるの方法は 2 変;議 X1， X2 

とれにほjtj iこ交わるお縦二i でのと，ぱらつ告の大部分tよる粕 L-cの交効くこ: L-ととらえるととがであ

変動はほとんど奴楓し得る経!廷に小さくなり，ねら'の松 I\~ もなくなる。乙のよう芯Jl;でn上成分分析 iふ多

数のJr:.交のもつ情報滋の損失そ少なくしながら 3 次 ftJ次会減らレてあらわず C.f法である(' 21> 2 2, 23 昭⑮

はそれぞれ主、成分とよばれるものである 3) 。

形質問格関L 

目的 v: 沿った )[:.14 をある:tf.L史;選択することが行なむれるのたとえば，%質ど主成分分析を行なう滋合p

次 iこ形J~{î栂簡が~jcち't" ~三己主い J[;:鼠:どを l 訴として， その仁わから代表」

cζ ではð\IJ)in[;演がそれほど多くなかったととする 1 JIYU{を選ぶなどの方法1mがとられている「、しかし，

これまでに十分ドCt土，から， illû定したI9;r;:灯、安ずべてj淑とげた。ま

検討された例がなかったのでp その点からも測定形質のすべてを取り上げ椴fl の W~係を検討した。

モ ドは相関係数の事l'umは0.96からー仏 51 J'.'ケ乙測定した 19Jf)慰問の相['!lj表を Tab!ε3 ~ζ示した【

では i忠jし、中t!r~l を不した。 1忽長野で0.49へノ0.4り である。類似した形1'íをお1定したこともあり

0.6:al二の;11jい相関を示したものを考察すると，次のような傾向をみるととができた。

きくなると主lム2定数や会!--1Þ.l廷の fi査が大きくなる傾向を示す。

ごと Jま壷[;祭の校 W1f] や));/)5!:) jß…般に大きくなり p を十~:&~も長くなる c

1) 

2) 
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3) 針葉角度と l立[美l :í1ïti=.が iおく，ま がりとの関係、も強くあらわきれる。

4) 針葉校 tHfつが大きい場合， ft千葉の湾 lillが強くなる。

5) 欠高の大きいものは針葉上半部の泌がりが強いっ河時rc ;íl l 繋も長い。

6) 針葉の!去がりを:5J7zすJ:.*!iJ線から主 f'j案内山までの阪総;立制]えに関連付;がI["J く，長u言及との関係も大き

し、。

7) 針葉編は測定した基-til-) ，ヰI:~と部， J:.14;の宇tî玄関で、はf~jいねi関をノゴ、すが，他の Jl三笈との i関連主iニば低い。

2. 主成分の獄出

l'、able巴 4 Iに乙 iは立谷ヨ主工!成Z点立h企分}lにと必対11，沿じ
k 
= 日記入心/討の一;むを示した。戸は形質の数で， この場合19である。間有iえは， その主成分によって金

11る ~l

体の主主呉の何%が尚早月されるかを示すものである。 また函干すベクトノレ (lkl， Ik2,,,...., IkP) は主成分 (Zk)

Tabje 4.. 悶ちベクトノハ[j'ìj有僚と 5葉桜 lfil有織の寄与バペ
E刕el1 v巴ctor， eigen value and contribut�l1 C~5) of cumulative eigen 
value obtained from principal component analysis ()f the 19 X 1合 cor田

町lation matrix 

万三 )t'{ Xi 
ヨミ成分 Prlndpal component 

No. Trait 
Zl Z2 Za Z4 Z, Z19 

校 議 j乏 。地 201 0.293 0.09ヲ 0.347 0.002 

メ: 中ト 1美 隠 0.330 -0.144 0.064 0.054 。、 024

3 ヰム二 明lJ t長 0.001 円~.円υ宍tJUFJ 0.1 バ7 0.3ヲ 1 0.004 

4 針一 j主 数 0.114 o i ヲ3 O. 138 0.623 。省 006

5 A必fl 主と j当 1'fr o 1)1 .-0.486 -().04.3 0.111 0.006 

6 針葉校出戸J 0.202 -0‘ 293 .0 号 183 .0.164 -.().027 

7 矢 l口-~"1 0.177 0.39ヲ -0.130 .• O. 179 。唱。 17

自 針葉主主郊から欠rî%までの長さ o‘ 198 0.198 -0.0日4 -0‘ 048 0.003 

9 針葉 iご部の.rt:.がりい……… .a) 0.335 O.α)'.， -0.125 0.017 0.107 

10 まi 主主 lt1央郊の}.よがり 。…b) 0.340 -0.017 ー O. 132 0.045 … 0.348 

金i 禁と郊のJよがりハ一… ..c) 0.329 .0.164 -0噛 093 0.0/6 '''0.501 
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ら 6 の[メ分忙しだが':)て {(!;CD 4?jえとした

/ζ、\

\、.J j 
お
』1) 

、
、
i
宅a
1
，

>
E
 

3
 

γ
P
E
 
品

〆
t
、
\
、IJii 会t!S1

(Ba) ， t11鋭烈令、
。ノ

(C) .，災吉良4) 

1 :l.n足分とな\2 ヰがと分のスコアによる1=Y;:ジ子]阪に，然犯で i玄分Ltこが;見~をあてFig. 13 i と iふ

~"J f:= (タバJSO ， ;lj'jl� ;工:!υ，1) (工ð?Ôj) ~ すて(1)1dA }~1.1~}.が合ま j~T るように9はめたものである。 {J{~ ~tí\ !1~ ft] ~土，

ロットした。えÎìi!えした土うに， )'1; 1 主ùY:(f]/jュ dl) ，石'f"，j (4!f ノ店主〕の .1 t記聞とし，

分 í 1f主M~;ll~~や去ト了\'~l どÎ~' ;J~:、さ才!.るような?訟のえささをあらわず成分であり， tf_&:2 J:::成分は欠パ;で5J~されるよ

1 :EJDミ分ではたきく tt~ 2 主成分ではカ;;.，のないを 0) である7])ら，

うなめがり与をあらわ打点分であ?:; c") 

S 'i\'!cMl. 渓;立 ;iíl:ítfアしたがってz
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小さくあらわれ，散布 ~lでは9 ほとんど第 4 象限

して~、る。 おo 恕は[芯じく第 4 象限 iと

散布するが，やや!ílがりがあるので， S型よりも

第 2 おめでいるの Ba

さら りが511 くなり，

せまくなるので，実n主成分でほ小さし tr~ 2 t 

成分で l土中間付近にあらわれ，波布閣では第 2 と

第 3 象阪に多く!武:f[i している。 C~fま，形の大き

さは B乱 2訟とかわり;まないが， H告がりが桜丸引とな

るのマp 第 2 :=]=成分について， もザっと lも言1 し

!こ致計ごしている。

これら t成分分析によ くえる

い

」由参 さ il心、 lこ分割される。この乙

とは，絞楽による金i 主主?t~ほうながs 多数j多1ftを烈い

fこ主成分分析とよく←ム致するととそ/ぶしており，

金l~J奈~fZ:分の 2];斗1:: fi!êがFm認されたわ j紋;ff;'rXl の l.iJで

ば分前線からややはみだしている í[lil体もあるが，

r可切っゥ7 ~2-
';"1 .J 臼 ，'i Ij 

1も

& 

Fig. 13 ま1-葉~分;1iù1 主による区分

r土、

Relationship betw巴en needle type and the 
needl巴 scatteτ巴d according to the score 
gi.ven by th台五rst and second princ�al 
compouents 

とればtl0 1 主成分ヰコ第 2 ::t:.成分で表現されない音1)分，あるいは測定されない形lf{:などのほか，金]-j裂を'F際

にして測定しているため，特 iこね

2‘ 主義国の針薬草当機目立と築裂指数

L 
、

集部ごと Tablの 6 V示した。 f各然 [11 とも Ba と C

る。

;- よく iこ

iJ; 肢j ， {;!;::8文， xぷ;fr， ill ノ:弘-r;1~il1野などは C裂のi七本が~~い。談日太Uコ枚ノ IÍIなは C 'SWがよJjなく S 却やおo

~I~~ のj記事が高く， 1むの築聞とは i主った構成会示している c またj 払引と[河じ地域の長l'.llv立匁i似しず込針~~

型機成を7j-~-gーがjが多いが} }'ζ鰐，従ケ~， jlfJl仁など m ぺ沼の地域では， i制全集部でも Bo 耳--!1 と C 訟の (Bt~

な;去がi広められ fこ c

~l%1犯のうち p C!誌の出現三千q;J:;jじへ移行するにつれておくなる傾向が認められでいるのでへ C~裂の出

税率を法tfr:f ~とし'cr割近日Ðのi七校をするために~ t7\の桁数日~]t.~.指数〉尋問いだっ

議lì'1指数出 (CìS!-Bo十 Ba) x100 

Table 7 ま， 消域ブロック日!1のさ日数47 文献1)引から拾いあげp 理\ij'!f貯主z:;;:.-用いたものであお

1~ fヨ A三 (J) ブ口、 p クでは lÜß誌から市海へと 15欽が低くなり， ;W: H み。での jiJ!， i~~~ ブ町口、ソノ/では ILI どとヲ !lrs~t~ とぬく

なり， !t久/続々M~:いた]荻it.ブロックで lまさらに i\~J くなり地般的傾斜そ7T\ している u

Table8 (こは j :ïtU七ブロいJ ク とに示した。秋m む:lW混入問イ度入欠}注(鳥f&i)，

大告書 (ljJ諒i野〉守 古 1] (�1! J I付〉などの泉下が若しくぬい値を示したのに.7>] I ノ p 表日本の石巻〈牧/筒〉

ti{t集団rþ も「と してし 1 る。 ìf，こ， 隣接する向日、}弘域内()) 11'~聞は指数(1) 1\主も返しゅ'IJが多し h

が，針葉型構成の )117よる大協，碇ケ IxL lìi1になどの地域内集団tJi色いが大きかった。

Fig. 14 1，こは指数rÄ'による l1i~域区分をぶした。

青森県北四郊の鯵ケ沢1 ~L îifì~ および育滅~ll\l~ I 手J'{i言。〉大鰐(jJQrt艮)と綻ケ:羽 CV]侭ケ関〕の ;~nヲなら
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Table 8. 索時 ýjfJ の~型指数

Needle-type index of the stand 

No. キ* 五〉 本数 ;ト菜I記E 型 ,ti1 数*1)
Stand sample tr邑色S dle-type index 

鯵Ajケi~沢， w矢a倉，Y山ak・りgas旦 urayama-Rì
70 22.8 

2 l fi医\jifケ沢 w矢a倉，Yiiai a わ 1 gasawa, Yakurayama-VVa 75 2.30 

3 l 廷弘iros前乱，kijヨ iiE際(a平w @ かaradai同Ka
70 2ヲ.6

4 弘前psa，k j!ik減a斗v4J ・と
Hirosaki, KawaradaiωTo 54 25.6 

。 主総早瀬町:
ani, Hayas記no

6� 63司 4

も i 事uw 鰐，商主L貝
ani, Nlshinijikai 

60 22.5 

7 総ヶ f*l，大落11。5 
Ikarigas巴kî， Orakum配

45 45.2 

8 i 碇Ikaケr関is，asVEikl碇i ， Nケi関shiikarìgas巴ki I 80 17 , 7 

9 | ホOd 宣言， 1三木沢
ate, Nagaklzawa 

46 12, 2 

10 |。大d 館，長沢 ω44
ate, Nagasawa-44 

43 

1 大。da館，炎 i沢一-'36
te, Nagasawa-36 

7 ヲ 14ι5 

12 |N能osh代it，-o i濁jIj, Nigorik託wa 72 41.2 

13 1I 1N治osh代ir，qmTas代hiro 63 31. a 

14 i 院A[nis{ーTヴôd桃s 淑 106 20, 5 

15 IÄ阿ni~仁s，旦dfo全波 守合 88.0 

16 秋Akitia仏， 0男ga 箆 40 100. 。

17 l 秋Aki 出'N仁ibe 別ita, Nibetsu 4J 46.4 

18 il y矢ashi島I?na鳥，Ch海�ai 121 65.8 

19 l 雫石，畿税。
Shizukníshi, Oshnku 

113 43.0 

20 2UT1 j1i , 自生，Jii1s 1 urukawa, Jish�an 
。。 21. 己

21 zIsーdlhinpdoAcm， a，持j品Mky、 iノ，b lIL白/[akinosaki 48 O. i 

22 F古urll[:g1pucihiii ，/Y内amanouchi 78 62 , 5 

場1. Needle白type illdex~. (C typejS+Bo+Ba types) XIOO 
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ぴ IC秋田良北郊の大館，さらに阿にの11;長!3l (桃1のを?ìù'地域が指数階で30.0未満であり 1 つの地域

として〈くることができたο 大鰐(平瀬~%t) と碇ケ i発〔ノミ溶前〉の集i習は指数階で Jjj さがあるが (63. ,t.., 

45 ‘ 2) , 地域的lt 近く， 隣泌する大鰐〈凶tlIT.H) や .w主ケ際〈西碇ケ関)および鯵ケ沢~弘、 l下îllf とは迷った

般を示しており， 1m:とした〕阿仁〈イ主主主)は指数が88.0 と ii?: く，鉾按ずる桃狗とは迷った築関正みられ

区分した。能代〔潟j! 1, I 日 f'，，) , fj(尽く仁}]fj) および奥羽 IU慌の:応援1](乙佐渡する雫石(幾1'[，D ~:合む地域

は，指数時誌で31. 3'~46. 0の符聞にあり， 1 [j't としてくくられる。秋田(男鹿〉は会然[Jl rいもっとも [i;'1 し、指

数を示しiU!'乃地JYRîl1ι とは災なった!日11をノF した。矢応(鳥海)， [Íî 口 CdJ) 内〉はたl似した指数 (65. 8'~， 

62.5) で l11'f とみ九れる。秋出県上立に桜した宮城県北西犯の古川(也生山〉のJ!?数ば21. 6で， ~九~~r.Ll )Jlj(の

日百 fM ，乙あたるおじ (111 J 内)や3にお の苦?とは奥なっていた。さらに径〈牧/的)は) ií認 Jすf した

タ:聞の中では著しく小さいお主主 (6.7) ゼあった。

3. 集部内における主t~支援分布

タHJ]内の立木{{[伐と針葉2むとの関係を Fig. 15~17 にノj三した。Jí'f.間内の l!lî: 1I1続分:{;:;(，土一般に大径コト;が

多いが， -~:~.;~ごは小中渓永のr計三する林分があった 3 それらについては， **齢化よる針葉J!手慾の変化l1l者三

了ì!;必l L, n1tf'是 10 cm ;;)， -1ごの f~\jj*をいたっ

各集問とも，fiJl五そのものが小詳状 lと点在して， t.f分を構成しているの ;D，\ì:をした J~FI1の成凶については者Z

:{j;þt分の状況，あるいは小校本:の立ふA配送などから，災!.:E繁ノむによるものが多いと考えられる。少なくと

も l?'11C示し d七祭出については， 1然j社供!時糾Lνけ川f悦:

:灼冷関2述;R[住悦i 与令H悶可(佼立訂?務手臼ヨ素え lにとよつて悶べたヒパ口のコ例a酎〉ト守でさ引』立F 遺伝í{~ tと近縁な ÊffiÞ~ :iJ (m:を形成しているようであ

る。スギに沿いても，同じ1伴内の f~j {:みは対似した針翠]A~lをぶすのでg それら相!1J!Dの滋伝的政!浅のiヨい

ととが行ê泌さ 11 る。

VI まとめ

東北地方のスギ天然it:UH1I 22材;分を調査し3 と変2てのあらわれブTÍJ1 t長1m犯で浅うかどう

かを検討した。 1~555 ヌドの僧体から.tR~.標本 1 水ずつ採取し，似体どとに19の形慨を月]いて主成分分析を

hなった。

19Jf~s{r閉め示[JfJklかふ一般的に大型の校蕊iえのものは針葉数が:多く，会j!:iÌU二もノにきくな;;::， {i;(\Ir，j をノ五し9

ものは針葉の吹LU角や針葉i乏が火きし !iHがりの少なし 3形態のものである ζ とが知ら

札fごっ金[主主の浮さや l陥，あるいは主1';~f先端裂などは ilhのばとの t;司法性が少なかった。

また~ li1i ~fj ベクト Jレによってあらわされる主成分の特性は。第 1 主成分が校総括や主(-史:~:~ミでノlミされる ]1戸

の大きさを9 立I2主成分切では矢!"ij (プラス〉や針葉fil 皮，針葉吹出jj'j (7 イナス)で示されるさ白がりの大

脅さが成分であり，第 1 ，第 2 主成分によって全体の変動の50%以 Lが説明されている。

予言 1 ト;成分と m2主成分C!J スコ 7 の散布閣によって名集{湿の特性をみると，似体のちらばりや，かたよ

りの度合，散布 )YI{，jなどに速いが認められた。同じ地域内の縁談ずる集団でも散布の江主uイが~~，tj いもの

とs 低いものとがみられた。鯵ウ沢歩弘前9 ノ!':itèの地域では)'Jí似性が高かったが，大鰐~ rj~-~Tになどの地域

て〈は逐った 7技術鋭 1I可がみられだ。 j~~O) )~ささや泊がりの j亡きさについて 1児休i咋が)(-i百く，全象~jiにば

らついた主義[0jは鯵ケ沢〈矢ぞれ 11 45 1:) ， 矢倉 IJI 45 わ〉や阿仁〈桃ìliD)でみられ fl土が，多くの主義EtJでは;民flî

傾向 lと )1向性(耳石 1 から第 39 または第 2 から第 4i二ど〉がみ bれたコその rp 守特;ご，秋 IU (完成) ，土然



ス八ゴ立、ト'.，Lj、まるか主切手st CDïケ!{l (氏ifiD 一一:;合-

2.\y.líRを、 !C どち (~lX/ 泊先) ~土谷，1 猿こ多くL， ともにな終1Jlr{ .::i: -)j、し f二ひまたおがりの強

い叙 J本の'2J!J{; ぷ特におかっ !:.1んhJH;i予秋 [11 (Dj$~) 守 7\:g~j (釘r~n~ ゴ u (:Ji/ 勾)，比二 ({:i:VJt)含大鰐

(fp 詩 1野1 などで J) "}つ

多殺のJし互に iこ-':，，)紛/九 '1ift 亡あらわした!\'criJ i滋 1，::'.，従来から試みら rl ている 4 司Hと[ズ分しにil J.i仁史をあて

はめると》制{ノ下r:i ば}工ゴ法的されいにおお される。このことは，在日記ぎによる去l~J-P~~;~.L{ j}が多数のJrノそ白い

た史う〉ク)、fJlとよく ぺえずふととな:ノj〈 iJt おり，千フ?リ I;;~う認されたο

気bI::之 こ B乱立1 と c fいした梢i況であったが，政祭出は特;こ C tY,ir}) J:Lネヵ-~îWS -j.) ユノ

ナニ。;Îii: I! ;，、のわ ;2. CEu 約) Ll C J~}.が少な く s むとヤ 60 立iのよ丸LづE存勺3カが〕戸τ咋》列 1 ぺ印似J.t:の1D〉 f叉1:、:r巨i丹vと:1土主三迷J交E ワ/土、J戸 t檎誌る』災1兄i 宅玖を三全、:/j

た。まじi\iコ以内の集約1 は j)liTi した会文をノii す場合とおo と c のtJ: s;; 乃こに大きな j主いや

/J、芦15''1とがみ、ム?

Cブを法V(f:}こした j支出知数ぜ r!} しぺ市東北J主ブfグ主[えよ℃くくる、':， 1 つの祭!JI {~: J 討としたもの

なが fをめて 8 ク勺レープ J こ分かれよ c 

第IlJ r々での主 1-Jj'U\i 分布~:i"立すご伎伐と]:?，g1 係させたiSノふ (í. !!SI]] ともはゴ幻渓Ií'i ißノNl、i'4hJc点

がみ l~) れた"れらのf司係は L I\ のがいとよ与られるよっ Jくて i設な:(j'~mj:í，'~.dti[:， O_) rFC(，、ことがドi:~ tlたの
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Needle Yal:'ﾍation in Natur晶1 Populations 

of Cr抑tome1'ia japoni側臥 DON

Atsushi MUTÔ∞ 

r司、

:-ouIDluaτy 

P:r匤dpal cornponent analysis w出 applied to elucìd品tc the divcrs咜y based on needle traits 

between nat弘ral popul抗Íons ()f Cryþto附eria in the northern part of Jap品口、 mail1 island. A 

totalof 1, 555 tr巴es belonging to 22 natural stands of t11e specles were observed for 19 n巴edle

traits. 

The biological meaγting of the :first principal component appeared to correspond to the 

general size of needl♀品nd branchlet. In the case of the second principal compol1ent, the 
traits concerl1巴d with the bendin認。f n忠edle， such as l1eedl己主mgles， distanc己 from the cent己f

of the chord to the arc of a bending ne巴dl日乱nd needle length, contr�nted greatly to the 
principal component. By a simil誌r considerat�n of biological meaning, th巴 third and fourth 

principal components appeared to correspond to the di.mension of cross section of needle 乱nd

the n問dle nじmb巴r per unit length of a branchlet respectively. 

Prindpal compon叩t analysis lndi.cated that 58 per cent 01' tota.1 v呂rÎation o:f 19 traits was 

accounted for by the :first two pr匤cipal components and 75 per cent by first four princ厓al 

compo日記nts. Th色 sc且tter díagrarns, in which a11 sampl巴d trees in 乱 stand plotted according 

to the scor己 given by 五rst and second pr�dpal components, differ巴d very greatly 且mong stands 

conc記rning with an extent, a blas and a d1rection {コf the scatterlng. 

Applylng the needle types cJassHi己d into four typ巴s by needle illlgles 1:0 the scatter diaｭ

grams, th記 types were clearly demarcated on the diagrams帽 The needle-type indices based 

on the frequency of the types in a stand 絜d兤atcd that the natural stands of Cry�tomerﾍa in 

the northern part of Ja仰がs main island m竑ht b日c1assified iuto eight regional groups喝 The

needle type a180 lndic且ted that the tr記es with sam記 needle type 1n natural standα:cur ln a 

cln8ter. 

Rece咩ed May 1, 1.975 
(1) Si!viculture Division 


